
 

北薩の授業づくり３ポイント 
～「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざして～ 

 

１ 目標の明確化 
 

  課題（問題）意識をもたせる「めあて」 

□ 子供の実態に合った学習課題の設定 

□ 疑問形による「めあて」の設定 

□ 学習の「めあて」の共有化（板書） 

２ 子供が主役となる学び 
 

課題の自力追究 
□ 見通しをもたせる場の設定 

□ 子供一人一人の学習状況の的確な把握（机間指導の徹底） 

□ 自分の考えを磨く時間の確保（相手に分かる説明） 

ペアやグループ活動での思考の深まり 

□ ねらいを明確にしたペアやグループでの話合い 

□ 「なぜ」「どうして」を追究する学び合い 

□ 対話による思考の活性化 

全体での練り上げ 

□ 思考を深める発問，思考を促す発問 

□ リヴォイシング（再声化による子供の発言内容の明確化） 

３ ラスト１０分の充実（時間の確保） 
 

焦点化された「まとめ」 

□ キーワードを使った子供による「まとめ」（板書） 

振り返りの充実 
□ 「分かった・できた」の実感 

〇 分かったこと，考えたこと 

〇 できるようになったこと，学んだこと 

〇 友達の考えで「なるほど」と思ったこと 

〇 さらに知りたいこと，次にやってみたいこと 
 

確かめテスト等による確実な定着 
□ 良問の活用（全国学力・学習状況調査等の問題） 

次時の予告及び家庭学習の指示 

□ 家庭学習（復習・予習）と授業の連動 

自主学習（画一的な宿題からの脱却） 
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